
和歌山県立近代美術館の浜田でございます。よろしくお

願いします。

和歌山の資料の一番最後にエクセルの集計表がついてい

ます。和歌山県教委の文化遺産課が最近調査した都道府県

の文化財レスキュー体制の構築状況の資料です。これは、

実は最終的な集計結果が出ていない段階のもので、回答し

ていただいた都道府県教育委員会にもまだ集計結果をお返

ししていませんので、どうか皆さんの本日の手元資料とい

うことでお使いいただきたいと思います。

さて和歌山県は他府県と違い、県内の博物館協会的なも

のが、残念ながらこれまでありませんでした。そういうこ

ともあり、防災に特化した連絡会議をつくろうという機運

が今高まっています。

この奥に見えますのが県立の博物館、手前が美術館です

（図 1）。つまり隣接しておりまして、連絡なども割合とっ

ています。これが和歌山城。和歌山城の南に美術館と博物

館があるということです。 先ほどのエクセルの集計表を見ますと、都道府県内の文

化財レスキュー連携体制に関して現在、検討中というとこ

ろが 10 県あります。和歌山ももちろんその 1 つです。

連絡会議を作ろうという機運の背景ですけれども、これ

は先ほどから皆さんがおっしゃっていることで、東海・東

南海・南海 3 連動地震があります。それから、南海トラフ

巨大地震です。南海トラフのほうは、発生の確率は非常に

低いと言われていますが。

これが和歌山県の津波高の分布ですが、南海トラフです

と一番高いところで 20 メートル近く、3 連動地震ですと

18 メートルぐらい、こういった規模のものが想定されて

います（図 2）。

連絡会議をつくる背景には、もちろん東日本大震災もあ

ります。私の属する館からは職員 5 名が宮城県、岩手県、

福島県の文化財レスキューに参加しました。和歌山県立自

然博物館は、職員 1 名が、岩手県の植物標本の洗浄・修復

に、和歌山大学の学生ボランティアと共に活動しています。

背景の 3 つ目は、先ほどから話に出ている台風 12 号によ

る紀伊半島の大水害でして、県内被害は死者が 56 名、建

【セッション 3】今後の備え 1　自治体の文化財防災対策

和歌山県 ～ 和歌山県博物館施設等連絡会議の設置に向けて  

浜田 拓志　　和歌山県立近代美術館

図２　津波高の分布（最大津波高・平均津波高）

図１　和歌山県立博物館と和歌山県立近代美術館
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図４　歴史資料保全ネット・わかやまの活動を紹介した新聞記事 
（読売新聞  平成 23 年 10 月 16 日）　　　　  　　　

図５　歴史資料保全ネット・わかやまの活動を紹介した新聞記事 
（産經新聞  平成 23 年 10 月 31 日）　　　　　   　　

物の全半壊が 1,193 件ありました。

それで、研究者、文化財担当者、文書館関係者、和歌山

大学関係者を中心に、歴史資料保全ネット・わかやまを結

成いたしまして、被災資料保全と補修作業等に当たりまし

た。その結成に当たっては神戸の歴史資料ネットの皆さん

に大変ご支援いただきました。この場をかりてお礼申し上

げたいと思います。

これはそのときの「捨てないで」チラシです（図 3）。

そのときの新聞記事です（図 4、図 5）。

古文書からアルバムまで修復しました。作業場所は和歌

山大学が多かったと聞いています。

このように、東日本大震災と紀伊半島の大水害が直接的

な 2 つの大きなきっかけとなり、防災に特化した連絡会議

を持ちたいと考えているわけです。

この 2 つの災害を通して、和歌山県教育委員会文化遺産

課では、文化財の研究調査事業を行いました。今映ってい

るのは回収されたアンケート票です（図 6）。平成 24 年度

末から平成 25 年度にかけて、先ほどの 3 連動地震、南海

トラフ巨大地震に伴う津波被害が危ぶまれる沿岸市町の社

寺を対象に、所蔵する文化財の所在確認調査を行ったとき

のものです。

これは先ほどの調査票をもう 1 回映し出しています。

データの整備を行って、所有者ごとに管理台帳を作成して、

またその所有者にお返ししたということです。以上は文化

図３　歴史資料保全ネット・わかやまによる「捨てないで」チラシ
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図６　文化財研究調査事業における回収されたアンケート票

図７　那智勝浦町でレスキューされた阿弥陀如来像

図８　被災前に阿弥陀如来像が安置されていた小堂

図９　和歌山大学でのクリーニング作業

遺産課から提出を受けた資料です。私が調査に参加したわ

けではありません。

和歌山県立博物館では、特別展「災害と文化財─歴史を

語る文化財の保全─」を開催しました。それとは別に、災

害の記憶、特に南海・東南海地震津波にかかわる記念碑、

古文書の調査を、この展覧会の後も県博は続けています。

これはそのときに展示された仏像で、那智勝浦町でレス

キューされた阿弥陀如来像です（図 7）。

この小堂は、先ほどの阿弥陀如来像が安置されていたと

ころです。県立博物館学芸員が発見しました（図 8）。

これは和歌山大学でのクリーニング作業のひとこまです

（図 9）。

和歌山県立文書館は、民間所在資料保存状況調査を行い

ました。平成 9 年度から平成 17 年度まで実施し、それ以

降は休止していたのですが、平成 25 年度に調査を再開し

ています。

また、それぞれの館だけではなくて、博物館、文化遺産

課、文書館の職員が協力した活動もありまして、地域に眠

る災害の記憶の発掘・共有・継承事業を今年度実施してい

ます。これは文化庁の「地域と共働した美術館・歴史博物

館創造活動支援事業」として採択されています。

災害の記憶を伝える記念碑や古文書等の調査を行う、地

域史を語る文化財、未指定も含む文化財の所在把握調査成

果を地域住民に還元する等、こういう活動を現在も続けて

いて、目下、パンフレットの最終編集をしているところで

す。そういう一連の動きがあります。

県立の博物館施設は 4 つあります──博物館、近代美術

館、紀伊風土記の丘、自然博物館。それから県立図書館、

県立文書館、それらの所轄課──所轄課といいましても知
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事部局が 2 課、教育庁が 2 課あり結構多いのですが、連絡

会議をつくりたいということで関係者が集まり、設置に向

けて会合と準備を行っているところです。

今その規約をつくっていますが、モデルは宮城県の被災

文化財等保全連絡会議です。

会議の目的ですが、これはみなさんご存じだと思います

ので読み上げません。対象としては、先ほどから皆さんが

おっしゃっているように、指定文化財だけではなくて、未

指定のもの、歴史系、公文書、民俗資料、自然史系資料を

含みます。「等」の部分ですね。これも同じです。

連絡会議の組織ですけれども、県内には博物館施設と言

えるものが大体 35 館あります。その他、図書館、県市町

村教育委員会、大学、こういったものによって構成してい

きたいと思っています。その際に、県教委の文化遺産課、

県立博物館施設、県立文書館、県立図書館は、東北の皆さ

んの活動を見ていても思いますが、中心的な役割を果たす

責務があるのではないかと考えています。

もちろん県内組織だけではなく、東日本大震災救援委員

会の構成団体に入っているような機関、団体のご協力もい

ただきたいと考えています。

そういうスキームについて、これから庁内でも説明し

ていかないといけないので、東日本大震災の文化財レス

キューの例のスキームをほとんど利用させていただいて、

和歌山県用にカスタマイズしています（P101 参照）。

中央部の実施主体のところを拡大します。和歌山で大き

な被害があったときには、およそこういうスキームになる

のではないかと予想しているところです。

連絡会議の平常時の活動ですが、これについても先ほど

来、皆さんから報告がありましたので省略します。お手元

の資料にも記しています。

大規模災害発生時の活動内容について、これも皆さんご

存じだと思いますので省略させていただきます。

当初、災害時の想定をいろいろなケース別に書いてみた

のですが、わかりにくい。組織図だけでも十分複雑なので、

想定は余り複雑にしないほうがいいだろう、特にこれから

庁内で説明していくので、シンプルにしようということで、

県内組織でほぼ対応可能な場合、県内組織の対応能力をは

るかに超える場合、という 2 通りで考えています。

連絡会議の今後の進め方です。庁内で承諾を得られたら、

県内の博物館施設等に参加を呼びかけ、規約の制定をして、

年度内に設置できればと考えています。皆さん、非常に気

にしている事は年会費が要るのかどうかということです。

会費は取らないという方向で考えています。かつ、幹事館

や事務局に負担がかかるような仕組みをたくさんつくって

しまいますと、連絡会議の継続が難しくなりますので、時

間的な、あるいは経費的な負担をどう減らしていけば良い

か知恵を出し合っているところです。

さて連絡会議の設置と直接の関係はないのですが、地域

防災計画の中に文化財レスキューについて記載している自

治体がどのぐらいあるか─先ほどのエクセル集計表で見ま

すと、「記載している」と書いているところが 21 と、割と

多かったわけです。それから、「なし」というところが 26

の都道府県。そのうち、記載を検討しているというところ

が 3 県ありまして、和歌山もこの 3 県に入っています。和

歌山の場合、災害予防計画の中には指定文化財に関する計

画は記載されています。しかし、災害応急対策には指定文

化財についてすら記述がありません。今後、地域防災計画

に文化財レスキューを含め、活動しやすい体制を作ること

ができればと考えています。
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